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は じ め に
長谷川松治先生の想い出を書くように仰せつかった。長谷川先生ほどの偉
人について筆者ごときが何がしかを書くなどということは、まさに畏れ多い
ことであり、想いも及ばぬことであった。そこで、最初二度ほどは丁重にお
断りを申し上げた。本来、筆者などよりもはるかに適任の方がいらっしゃる
筈である。しかしながら、諸事情により、こうして筆者が書くことになった。
かかる上は、先生はじめ関係の方々に失礼のないように、襟を正し心して筆
を運びたいと思う。筆者の不注意による思わぬ誤謬や勘違いがないことを切
に願うものである。
１．学問的姿勢とお人柄
長谷川松治先生は、Wikipediaにも載るほどの著名人であり、アーノルド・
トインビーの『歴史の研究』やルース・ベネディクトの『菊と刀』をはじめ
とする翻訳でも夙に知られた学者であるが、学問の基盤は該博で真摯な言語
学者であったと言ってよいと思う。また、不朽の業績を残された偉大な学者
であるにもかかわらず、学問的には不偏不党の立場を意識して貫かれ、それ
ばかりでなく、日常生活の場での振る舞いという点でも弟子や孫弟子に対す
るご指導の点でも、公正で偏りのない姿勢を常に示され、我々の敬愛してや
まない学問上の師であり、人生の師でいらっしゃった。英語で「down-to-earth」
という表現は最上級の褒め言葉と聞くが、先生はまさに、学問的にも日常の
振る舞いに関してもバランスのとれた、「down-to-earth」な方だったと思う。
本稿では、そうした先生の、真摯ではあるがしかし飾らないお人柄の一端を
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示すエピソードを幾つかご紹介し、先生の学恩をお偲び申し上げたいと思う。
筆者が初めて先生の授業を受けたのは学部の４年生対象の「言語学」とい
う科目であった。当時筆者は言語学に関して右も左も、何も分からない一学
徒であったが、この科目が他の科目と明らかに一線を画しているということ
だけは素人の目にも明らかであった。衝撃的な、目の覚めるような授業であっ
た。４年生になって初めて真の学問というものの一端に触れた思いがして、
心踊ったものである。学部生相手の授業というと、教員はついついお手軽な、
いわゆる啓蒙書や入門書の類か、さもなくば時流に乗ったハウツーものでお
茶を濁すということがありがちであるが（そうでない教員の方、失礼！）、
この授業は（後に知ったことであるが）F・P・ディニーンの『一般言語学』
を下敷きにした、いわゆる言語学の基盤や基礎研究的な側面を学部生にも分
かりやすく噛み砕いて、きちんと教える内容のものであった。しかも、学生
の経済的な負担を考慮されてか、高い教科書を買わせるなどということはな
さらず、オーソドックスに黒板とチョークを用いて、諸言語の例や身近な日
本語の例も縦横に引きつつ、実に明快に言語学という学問の面白さを存分に
教えてくれるものであった。この授業に関しては、実は大学院に進学してか
らもご縁があった。一つは、大学院に進学して以来いまだに個人的に非常に
お世話になっているある先輩が「大学院生といえども、学部の科目「言語学」
は再度聴講すべし」とおっしゃって、先生の許可を取り付けてくださり、ご
自身も一緒に受講されたことである。実に有難いことであった。もう一つは、
学部時代の同級生で塾の講師をしている友達が卒業後遊びに来た時のことで
ある。友達はこの「言語学」のことに触れ、「このような仕事をしていると、
あのような授業がほんとうに有り難かったと今にしてつくづく思うよ。あ
あいう授業はむしろ１年生の時にあってしかるべきだね。それに比べて他の
授業の中には、高いテキストを買わせる割には内容の薄いものもあったなあ
…。」と述懐したのである。まさしくまさしく、という思いをしたものである。
さて、筆者が大学院に進んでからは、長谷川先生のさらなる偉大さを嫌と
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いう程知らされることになる。それまでは、学部での先生の「言語学」の影
響もあって、目指す学問の基本的な方向性は、当然文学ではなく言語学をと
決めてはいたものの、やはり依然として、素人に毛の生えたいわば憧れ的・
ミーハー的な気持ちが残っていたと思う。しかし、大学院入学後に受講した
先生の授業はまさに「学問の世界そのもの」という、恐ろしくも厳しい世界
であった。生半可な気持ちでは決して受講できない中英語のフィロロジーや
ら、中英語のしかも音韻論、印欧語比較音韻論、その中に出てくるドイツ語
やらフランス語やらラテン語やらギリシャ語やらゴート語やらのデータと
データに対する精緻な学問的分析、はたまたソシュールの理論やらソシュー
ル理論に対する批判的解説、さらには膨大な予習復習時間を余儀なくされる
ラテン語の授業などなどなど、まさに怪物としての先生の側面を驚愕の気持
ちとともに知らされるはめになる。器用とは言えない筆者などは、精神的に
本当に押しつぶされそうになる、文字通り怒涛の日々であった。当時学費を
稼ぐために高校や夜間高校の非常勤講師をしており、家庭教師までしていた
身としては、しかも雨の日も風の日も雪の日も嵐の日も、全天候自転車一輪
で仙台の街中を東西南北、駆けずり回っていた身としては、まさに地獄のよ
うな日々であった。しかも、授業とは別に先輩の主宰する生成文法の読書会
もあり、そちらの方は筆者の専門外の統語論や意味論であったのでこちらも
相当に大変であった。過酷な日々ではあったが、今にして思えば、学問的に
も精神的にも肉体的にも鍛えられた本当に貴重な期間だったと思う。
このように書いてくると、あたかも長谷川先生が鬼のような存在であるか
のように聞こえるかもしれないが、もちろんそうではない。明治生まれで学
問的には誠実で真摯な学者であった先生も、いわゆる学者バカではなかった。
世事にも詳しく、酒も好まれ、俗な言葉で言うと、いわゆるお茶目な側面も
併せ持っていらっしゃった。しかも、わざとらしくないお茶目さなのである。
弟子にはそうした側面も魅力であった 。筆者などは日頃から駄洒落を連発
して周囲の顰蹙を買っている口だが、先生はそのようなわざとらしいふざけ
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方はなさらなかった。例えば、ある授業で先生がアムンゼンの講演を聞いた
時の話をされたことがある。我々からすると、アムンゼンなどというのは本
でしか知らない存在であって「ええっ、あのアムンゼンの講演をリアルタイ
ムで!?」と驚いたものだが、先生はアムンゼンの別な側面に驚嘆なさった話
をするのである。それは何かというと、「西洋人のアムンゼンは上背があっ
てその分顔も当然でかいんだが、横を向いた時にはたまげてね。正面から見
て縦に大きいのはわかるが、横から見ると前後方向にも異様に大きいんだよ。
びーっくりしてねえ。」と真顔でおっしゃる。学生は思わずどっと吹き出し
てしまったが、先生は別に受けを狙って言っているのではない。純粋に驚い
たということを言っているのである。それが学生には却っておかしいのであ
る。こんなこともあった。ラテン語の授業でのこと、「conclave」（概略「コ
ンクラーウェ」のような発音）という単語が出てきて、学生はなんとなく「根
競べ」という日本語を連想してしまい妙におかしくなるのだが、真面目な授
業中のこととて誰も笑えずにぐっと堪えている。すると何度かこの単語が出
てきた後で、やおら先生が「なんとなく響きの面白い言葉だね。」とおっしゃっ
たのである。それでみんなの糸が切れて爆笑となった。その場に居合わせな
いと、雰囲気は伝えづらいのだが、間合いといい、直接「根競べ」と似てい
るなどと言わない軽妙さといい、思わず笑いの渦となったのである。また先
生は、特別扱いされることがお嫌いで、飲み会の後など弟子が気を利かせて
お見送りのタクシーを拾おうとぞろぞろと外に出たりすると、「いいから一
人で勝手に拾うから、早く店に戻って飲め」というようなことをおっしゃる
気さくな先生であった。小柄な体躯の裡に宿す、学者としての大きさ、人生
の師としての大きさを感じさせるお人柄であった。
上で「学問的には不偏不党の立場を意識して貫かれ」と書いたが、先生
は、「学問をする際は、努めて視野を広く取るように」ということを常々おっ
しゃっていた。そして、抽象論に終始するのでなく、そのことを実現する
ための具体的方法までも示してくださった。「ある学説に則って深く追究す
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るのも大事だが、視野を拡げるには、ときにそれと相対立するとされる学
説を敢えて学んでみることも大事だ。」というのである。いざ実行するには
難しいことであるけれども、この言葉は今も筆者の学究生活を導く大きなヒ
ントになっている。大学院の後期課程で先生のご指導の下、自分の専門の生
成音韻論とはかなり異質の、アンドレ・マルティネのÉléments de linguistique 
généraleを原書で３年かけて読むことにしたのも、このお言葉の影響が大き
かったと思う。後にマルティネ本人が来日し、東京で１週間講演を行ったと
きに受講しに行ったのも同じ気持ちからであり、その際、例の「言語の二重
分節」にまつわるかねてからの疑問を氏に質し、これがきっかけで、「言語の
二重分節」という概念が内包する大きな問題点に気付いたのも、同様である。
翻訳を行う際に使える、可能な限り客観性を確保するためのお奨めの実践
的方法というのも教えてくださった。仮翻訳した原稿を一旦机の中にしまっ
て何日間かわざと寝かせるのだそうである。自分の行った翻訳を少し忘れか
けた頃に机から取り出してあらためて読んでみると、独りよがりなところや
荒削りな箇所が見えて来やすくなる、というのである。historic（al） presentを
「歴史的現在（形）」と訳すのは誤訳である、というのを教えてくださったの
も先生である。
学問に向き合う際の心がけに関連して、トインビーのエピソードをお話し
くださったことも忘れられない。トインビーが子どもの頃、ある日祖父が「人
間がこの世に生まれてくるのは幸せになるためではないのだよ。」と言った
そうである。常識とは懸け離れたこの言葉が少年トインビーの心からずーっ
と離れず、結果的に人間の歴史研究に向かわしめた、というのである。
２．個人的なエピソード
最後に、個人的に思い出深いエピソードで本稿を締め括るのをお恕しいた
だきたい。だいぶん前のことになるが、ダム建設のために七ヶ宿の村を一部
水没させることになった。先生は水没する前に村を見ておきたいとおっしゃ
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り、それではということで、先輩が車を運転し、筆者がナビ役を務めて、先
生と奥様を村までお連れしたことがある。奥様がおいしいおにぎりを握って
くださった。現場に向かう途中で、ある箇所に差し掛かった。そこには振袖
地蔵と関の地蔵と呼ばれる地蔵が二体少し距離を置いて据えられている。思
いを寄せ合う男女がモデルだそうで、向きを変えて据えても知らぬ間にいつ
の間にかお互いの方に向き合ってしまう、という言い伝えのある地蔵であっ
た。一体が立っていて、もう一体が座っている。そんな話を先輩がしながら
現場を通りかかると、みんななるほどと聞き入っていた。筆者がふと思いつ
いて、「慕い合う二人、まさしく居ても立ってもいられない、というところ
ですかね。」と言ったら、先輩が呆れ顔で、「また駄洒落か。先生、高橋君は
少し病気でね。ことあるごとに駄洒落ばっかり言ってるんですよ。」と嘆い
た。そのとき先生は「そうか。でも、今のはまあまあ良かったよ。」と言っ
てくださった。ほっと胸を撫でおろした瞬間であった。いよいよ村が近づい
たとき、初めて行く土地であったせいもあり、ちょっと道が不安になったと
きがあった。しかし、たまたま直前に見知らぬ車が一台走っており、「まあ、
この車も村に行くんだろう。これについていけば多分大丈夫だろう。」とい
うことになった。そのとき、筆者がまたまた余計なことを口走った。「でも、
ひょっとして前の車も、後ろの我々の車が同じ方向に走っているから多分大
丈夫だろうと、あっちはあっちで思ってたりして…。」すると、奥様が、と
てもおかしがって、えらく笑ってくださった。今でも懐かしく思い起こされ
るシーンである。
長谷川先生も奥様も今はもうおいでにならない。しかし、我々弟子の胸の
裡には深くしっかりと学恩が刻まれている。ご冥福を祈りつつ、先生の名を
汚さぬよう、懸命に精進したいと思う。
